
































　『 【新】校本宮澤賢治全集』 （筑摩書房、１９９５年）の第八巻から第十二巻までに収められた、 「童話」に分類されている作品は、未発表あるいは未完成の分も含めて、８９編ある。ただし、この数は全集 収載されたテクストの総数ではなく 全集で同一のあるいは関連する作品と認められていれば、複数のバージョンが っても、それを１編とした計算による。このうち、タイトルの不明な作品が７編あるので、対象とする作品は８２編、タイトルも８２例となる。　この８２編のうち、タイトルが１種なのが７２編で、全体の９割近くに及ぶ。
　

























































































この中で、 「風〔の〕又三郎」というタイトルの作品は、 「種山ヶ原」と「さいかち淵」の２編が取り込まれたものであり、 「ポラー
ノの広場」と題された作品も「毒蛾」という作品がその一部となったものであるから、テクスト自体の大幅な改変に伴うタイトルの変更と見られる。 「北守将軍と三人兄弟の医者」は語順の入れ替えであり、バージョンによって文体や構成 違いがあるが、中心人物の捉え方の変更によるものと推定される。　「寓話
　









































































































詞〕合わせて４８例はすべて２語、 〔その他の名詞句〕では、２語が１例、３語が８例、５語が１例、 〔名詞＋名詞句〕では、３語が１例、４語が１例、 〔その他〕では２語、そして〔１文〕は５語、となる。　
語数ごとに集計すると、１語のタイトルが２０例、２語が５０例、３語が９例、４語が１例、５語が１例となる。延べ１５６語で、





















































































その間、 「それから思ひ出したやうに、あの藤蔓を、また五六ぺんにちゃにちゃ噛みました」 、 「タネリは、柔らかに噛んだ藤蔓を、
いきなりぷっと吐い しまって」 、 「また藤蔓を一つまみとって、にちゃにちゃ噛みはじめながら」 、 「タネリはおもはず、やっと柔らかになりかけた藤蔓を、そこらへふっと吐いてしまって」 、 「やっと安心したやうに、また藤の蔓をすこし口に入れて」 、 「タネリは思はず、また藤蔓を吐いてしまって」 、 「藤蔓を一つまみ噛んでみても、まだなほりませんでした。そこでこんどはふっと吐き出してみましたら」 、 「そしてさび さうに、また藤の蔓を一つまみと 、にちゃにちゃと噛みはじめました」 、 「タネリは いま噛んだばかりの藤蔓を、勢よく草 吐い 」 、 「タネリは、ほんたうにさび くなって また藤の蔓を一つまみ、噛みながら」のように、何かと 会うたびごとに その前後で、藤蔓を噛むことと吐くことが反復され いる。　
その限りで、藤蔓を「一日噛んでゐた」のは、テクスト上の事実である。にもかかわらず、 「やうだった」と「ぼんやり としか語
れないのは、その行為がほぼ無意識だったからである。そして、その無意識はその日のタネリの体験が現実とは思えないということにつながる。それに対して、 「そうか。そんだらいい。 」と応じる母親も、不思議と言えば不思議である 、賢治の童話ワールドな ではの設定・展開と言えよう。　
この作品の「タネリはたしかにいちにち噛んでゐたやうだった」というタイトルは、テクストに描かれる非現実的な世界や出来事に
関して、他の作品とは違って、その非現実感を登場人物自身が覚えて いることを、いわば剥き出し 形 表そうとして ものと考えられる。タネリの科白に対し、タイトルにおいて「タネリは と「たしかに」という表現が付加された は、そのこ を語り手もまた追認していることを示す。ただ れはテクストを読 うえででなければ、判断しかね ことであるが。　
ちなみに、この作品には、分量がほぼ半分ほどの初期形があり、全集では〔若い木霊〕と仮題が付けられている。その仮題どおり、






































































































































‌‌ 十力の金剛石 二人の役人 貝の火・ひかりの素足・黄いろのトマト・マグノリアの木・インドラの網・
　　 　　　　　

















又の百合・毒もみ 好きな署長さん」の３編である。これら タイトル表現の中の、 ぞれ「イーハトーボ農学校・四又・好きな」がテクストに用いられていない。　


















をうたってゐるよ。 」 （１０・４４）と続けて出てくるのに対 て、 「イーハトーボ農学校」のほうと関連 そうなのは、冒頭部分の「わたしたちは黄いろの
実習服
を着て、くづれかかった煉瓦の肥溜のとこへあつまりました。 」 （１０・４０）や、 「さあ、ではみんなでこ
いつを下台の麦ばたけまで持って行 う、こっちの崖はあんまり急ですからやっぱり女学校の裏をまはって楊の木のあるとこの坂をおりて行きませう。 」 （１０・４２） 、 「おい、大将、証書はちゃんとし ったかい。筆記帳には組と名前を楷書で書いてしまったの。 」 （１０・４４）などが見られるくらい ある。　










‌ の花を一茎見附けて来て呉れないか。 」 （１０・
１００～
１０１）のように出て来て、それ以降も、繰り返されるが、 「四又」という、おそらくは茎分れを示す、何か特別な意味を持
ちそうな語は最後まで見られな 。ただ、 「まっ白な貝細工のやう 百合の十 花のついた茎」 （１０・１０１）や
  「立派な百合」
  （１





















‌ 。 」 「ポラーノの広場？
　
はてな、聞いたことがあるや










































した。けれどももちろん平太 は一張羅の着てゐる麻服 あるばかり他 入れるやうなも 何もありませんでしたから親方に頼んで板の上に引いた要らない絵図を三十枚ばかり貰っ ぎっしりそれに詰めま た。 」 （９・１７６） 、 「黄いろのトマト」で 、 「ところが五本のチェリーの中で、一本だけは奇体に黄いろなんだらう。そして大へん光る だ。ギザギザの青黒い葉の間から、まばゆいくゐ
‌ 黄いろなトマト
‌ がのぞいてゐるのは立派だった。だからネリが云った。／ 『にいさま、あのトマトどうしてあんなに光るんでせうね。 』





















‌ は、だまってわらっ 居りました。 」 （８・１２１）のように、
ここにおいてのみ擬人化されて出てくる。　






























うかそこはご承知ください」 」 （１２・３０～３１） 。そして、その後にも順に、 「注文はずゐぶん多いでせうがどうか一々こらえて下さい。 」 （１２・３１） 、 「いろいろ注文が多くてうるさかつたでせう。お気の毒でした。 」 （１２・３４）のよ に続き、これらの「注文」が客からではなく店からであることが徐々に明らかになっていく　
残りの８編は、タイトル表現が会話文の中に現われ、それによって、それ以前には不明だったものの正体が明らかにされる展開に
なっている。　























































タイトル表現がテクストの冒頭部分に出現する、賢治童話における両者の関係 しかたの中心を占める作品５５編を そ 出現具合
によって分類すると、以下のように７タイプに分けられる　













































（ （一） ） 」の章の終りに、 「そこで四郎とかん子とは／「堅雪かんこ、凍み雪しんこ。 」と歌ひながら銀の雪を渡つておうちへ帰りました。 」
賢治童話のタイトルのことならおもしろい。
八一
（１２・１１８）とあり、これを名詞化してタイトルにしたと見られる。　「双子の星」も、 「双子の星。一、 」 「双子の星。二、 」というタイトルが付けられた２章から成っている。 「雪渡り」と異なるのは、テクスト自体にも、その冒頭文から「天の川の西の岸にすぎなの胞子ほどの小さな
二つの星
が見えます」 （８・１９）とあり、冒頭第五

















































































‌‌ 夏休みの十五日の農場実習の間に、私どもがイギリス海岸とあだ名をつけて、二日か三日ごと、仕事が一きりつくたびに、よく遊びに行った処がありました。／それは本たうは海岸ではなくて、いかにも海岸の風をした川の岸です。北上川の西岸でした。 （ 「イギリス海岸」１０・４７）
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タイトル表現そのままか、その要素に分かれて出ているかである。これらは、タイトルがそのテクスト全体のテーマあるいはメインのモティーフを すも であることを、あらかじめ示し 。　
Ｃタイプの典型が「ざしき童子のはなし」で、テクスト冒頭はタイトルそのまま「ぼくらの方の、
‌ ざしき童子のはなし



















ちを振り向きました。その人は線路工夫の絆纏を着て、鍔の広い麦藁帽を、上の棚に載せながら、誰に云ふとなく大きな声でさう言ってゐたのです。／「あゝ、あ 化物丁場ですか、壊れたのは。 」私は頭を半分そっちへ向けて、笑ひながら尋ねました。 」 （９・１２６） 、「雁の童子」の「 「失礼ですがあのお堂はどなたをおまつりしたのですか。 」／その老人も、たしかに何か、私に話しかけたくてゐたのです。だまって二三度うなづきながら、そのたべものをのみ下し 低く言ひました。／「……童子のです。 」／「童子ってどう云ふ方ですか 」／「
‌ 雁の童子
‌ と仰っしゃるのは。 」老人は食器をしまひ、屈んで泉の水をすくひ、きれいに口をそそいでから又云ひました。


















られてゐたたうもろこ は、大へん立派に目立ってきました。 」 （ 「畑 へ 」１０・２８８） 、 「楢渡 とこの崖はまっ赤でした。／それにひどく深くて急で からのぞいて見ると全くくるくるす た。／
‌ 谷
‌ 底には水もなんにもなくてたゞ青い梢と白樺などの




















はいけません。実は茨海狐小学校をそのひるすぎすっかり参観 て来たのです。 」 （ 「茨海小学校」９・１３４）　
上記のうち、 「畑のへり」 「谷」 「車」の三編は、タイトル自体も一般的な語としてのイメージしか喚起しないが、テクストの冒頭部
分の地の文においても、とくに目立った取り上げられ方をしていない。むしろ、タイトルとされていることによって、それらにその後のテクストにお て何らかの展開があること 予想され 形にな ている　
これらに対して、 「いてふの実」は、冒頭部分の擬人化によって、それがテクストで中心的な役割を果たすことがうかがえる。 「茨海































































てゐました。夜中まで檻 中をうろうろうろうろしてゐた狐さへ、おかしな顔をしてねむってゐるやうでし 。 」 （ 「月夜のけだもの」１０・２９２） 、 「九日の
‌ 月
‌ がそらにかゝってゐました。そしてうろこ雲が空いつぱいでした。うろこぐもはみんな、もう月のひかり











みんな 支度する間、入口にまっすぐ立って、室の中を見まはしてゐましたが、ふと室の正面 かけ ある円い柱
‌ 時計
‌ を見あげました。









‌ が云ひました。 」 （ 「ひのきとひな













































































‌ にかかってゐるうちに。もう私は行かなければなりません。さようなら。 」／「さうですか。ではさようなら。 」／洋
傘直しは荷物へよろよろ歩いて行き、有平糖の広告つきのその荷物を肩にし、もう一度あのあやしい花をち っと見てそれからすももの垣根の入口にまっすぐに歩いて行きます。 」 ９・２０７）である。　
Ｅタイプの残り３編は、タイトル表現の全体がテクストの中ほどに現われるもので、 「葡萄水」では「耕平は髪も角刈りで、をとな
のくせに、今日は朝から口笛 ど吹いてゐます。／畑の方の手があいて ゝ二三日 西 野原へ、
‌ 葡萄
‌ をとりに出られるやうになっ





辺で共同でこしらえたのです。これをはって売るのです。 」 （９・３９ ）とあり、 「烏の北斗七星」では「つめたい ぢの悪い雲が、地べたすれすれに垂れましたので、野はら 雪 あか だか、日のあ りだか判らないやうになり た。／
‌ 烏
‌ の義勇艦隊は、その








































かせのうたをうたひながら、何か細かくむしったものを、ばたばたばたばた 棒で叩いて居りました。 」 （１０・７５） 、末尾近くが「 「うん。けれどもおいら、
‌ 一日噛んでゐたやうだった
‌ よ。 」 」 （１０・８２）である。
　
他はタイトルの残り部分がテクストの中ほどに出て来るケースで、冒頭部分から比較的連続して登場するのは、 「蛙のゴム靴」にお
ける、冒頭の「松 木や楢の木の林の下を、深い堰が流れて居りま た。岸には茨やつゆ草やたでが一杯にしげり、そのつゆ さの十本ばかり集った下のあたりに、カン
‌ 蛙
‌ のうちがありました。／それから、林の中の楢の木の下に、ブン蛙のうちがありました。／林
の向ふのすゝきのかげには、ベン蛙 うちがありました。／三疋は年も同じなら大きさも大てい同じ、どれも負けず劣らず生意気で、いたづらも でした。 」 （１０・３０４）の「蛙」と、次に続く「 「さうか。そんなら一つお前さん
‌ ゴム靴
‌ を一足工夫して呉れないか。
形はどうでもいいんだよ 僕がこしらえ直す ら 」 （１０・３０６）の「ゴム靴」 、 「まなづるとダアリヤ」における、冒頭の「くだものの畑の丘のいただきに、ひまはりぐらゐせ の高い、黄色な
‌ ダァリヤ
‌ の花が二本と、まだたけ高く赤い大きな花をつけた一本のダァ





ゐぶんきれいでせう。 」赤いダリヤが云ひました。／「あゝきれいだよ。赤くってねえ 」／鳥は向ふの沼の方 くらやみに消えながらそこにつゝましく白く咲 てゐた一本の白いダリヤ 声ひくく叫びました。 「今ば は。 」白いダリヤはつゝまし わらってゐました。 」
賢治童話のタイトルのことならおもしろい。
八九




























































































‌ にはいりました。洞熊先生の教へることは三つでした。 」 （ 「寓話
　













大きなあくびをしました。／このときはもう冬のはじまりであの眼の碧い蜂の群はもうみんなめいめいの蠟でこさえた六角形の巣にはいって次の春の夢 見ながらしづかに睡って居りました。 」 （１０・２８７）とあり、 「蜘蛛となめくじと狸」がそれとみなされていることが明らかになる。　
また、 「グスコーブドリの伝記」は、冒頭部分だけからではグスコーブドリが「伝記」と称するにふさわしい人物あるいは生涯とな
るか否かは不明であるが、テクスト末尾で「そしてちやうど、このお話のはじまりのやうになる筈の、たくさんのブドリのお父さんやお母さんは、たくさんのブドリやネリといつ よに、その冬を暖いたべものと、明るい薪で楽しく暮すことができたのでした。 」 （１２・２２９）のように普遍化され ことによって、テクストが「伝記」というタイトルに見合うものになりえている。　
第二は、テクストの全体あるいは諸要素を抽象的にまとめた語が含まれている場合である。 「鹿踊りのはじまり」 「バキチの仕事」 「よ




‌ の、ほんたうの精神を語りました〔。 〕 」 （１２・８７）と




‌ をご存じなんですか。 」／「知ってますとも、知ってますよ。 」 」 （９・４０３）とあり、それ以降にもっぱら語られるのは、このバ








ソードと、それとは逆の、死に至ら める えら 」エピソード 対照的 描かれる。　
第三は、とくにテクスト上では重要性が認められない語が含まれる場合で、 「林の底 の「底」 、 「山男の四月」の「四月」 、 「みぢか








































名詞」という表現構成のタイトルに限っても、 「グスコーブドリの伝記」 「マグノリアの木」 「ガドルフの百合」
「バキチの仕事」 「セロ弾きのゴーシュ」などという耳慣れない固有名を含むタイトルからは、いったいそれが何なのか、つい知りたくなるし、 「銀河鉄道の夜」 「チュウリップの幻術」 「蛙のゴム靴」 「烏の北斗七星」 「月夜のでんしんばしら」などの不思議な組み合わせのタイトルからは、それで何が起きるのか、すぐにもテクスト 読まずにはい なくなるのではないだろうか。大人でもそうならば、まして子供を惹きつけるのはまち いない。　
賢治がタイトル命名にどれほどの意図 工夫をこらしたかは詳らかにしない。中には、なぜこんなタイトルを…と思わなくもないも
のもあるとはいえ、少なくとも改稿に伴う変更や命名 らは、ないがしろにしていた とても思え い。テクストのおもしろさは言うまで ないけれど、賢治童話のタイトル ことなら、またおもしろ の ある。
